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農研機構九沖農研ニュース No.6３, 20２０

　新年、明けましておめでとうございます。皆さま
におかれましては、輝かしい年をお迎えのこととお
慶び申し上げます。

　農研機構は、時代の要求に応えられる研究開発法
人を目指すとともに、常にもう一段高い成長の実現
に向けて変革に挑戦し、我々の研究成果が社会実装
につながる戦略の構築、組織改革に取り組んでいま
す。イノベーションで農業・食品を強い産業として
育成し、海外市場で農産物・食料のマーケットシェ
アを伸ばし、政府の経済成長政策に貢献することを
最重点目標に掲げ、農業・食品分野における
Society5.0の実現に向けた研究開発を推進していま
す。年頭に当たり、昨年から精力的に進めている取
組を3点に絞って紹介します。

　１点目は「農業情報研究の強化」です。2018年10
月に「農業情報研究センター」を開設しました。本
センターは、1)徹底的なアプリケーション指向の
農業AI 研究の推進、2)内閣府の第１期 SIP の成
果である「農業データ連携基盤：WAGRI」の実運
用と機能拡大、3)農業・食品分野におけるAI リ
テラシーの向上という３つの役割を持ち、農研機構
にとどまらず我が国の農業AI 研究とAI 人材育成
を進めていきます。

　２点目は、「スマート農業の本格的普及」です。
2019年3月から、農林水産省の「スマート農業実証
プロジェクト」を中心となって推進しています。全

国69か所の農場において、技術体系を構築し、生産
性向上、コスト低減、農家の所得増加を定量的に実
証します。また、スマート農機の性能と品質の向上、
低価格化とサービス体制の構築、さらに法規制、標
準化への対応にも取り組んでいます。得られたデー
タはWAGRI に集積し、農業 ICT サービスの向上
に活用していきます。

　３点目は、「スマートフードチェーンの構築」で
す。農作物の育種から生産、加工、流通、消費に渡
る全てのプロセスに、人工知能やデータなど、飛躍
的に発展する情報通信技術を導入したチェーンを構
築し、生産性向上、フードロス排除、トータルコス
ト削減、高付加価値化、ニーズとシーズのマッチン
グ、輸出拡大等の実現を目指します。2019年１月に
「九州沖縄経済圏スマートフードチェーンプロジェ
クト」を立ち上げ、農政局、九経連を中心とする産
業界、農業法人、JA等の農業団体、公設試、大学
等と連携した研究開発を開始しました。農業・食品
産業の成長産業化と、地方創生に貢献するロールモ
デルにしたいと考えています。

　我が国が農業・食品分野で競争力を強化し、グ
ローバルで勝ち抜くためには、多様な人材や組織が
連携することによるイノベーション創出が不可欠で
す。皆さまとともに連携の輪を構築し、産業競争力
の強化、輸出拡大、そして農業を中心とした地方創
生等に貢献したいと思いますので、ご支援を賜われ
ば幸いです。

巻頭言

イノベーションで農業を成長産業に

農研機構理事長
久間和生
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